
【解説】目標流量と年超過確率の関係

A：河川整備計画では、以下内容で目標設定しています。
岩沼地点：降雨量243mm/36h・目標流量10,600㎥/s ≒ 年超過確率 概ね１／７０の治水安全度
福島地点：降雨量205mm/36h・目標流量 5,500㎥/s ≒ 年超過確率 概ね１／３０の治水安全度

降雨量と流量の大小関係を示した概念図は次の通りです。

３．【解説】気候変動の考え方

４．【解説】降雨量と整備目標の規模に関する考え方

関連するFAQ

［注意事項：記載されている数値※1や安全度は、気候変動を踏まえて２℃上昇した場合の情報です］
※1「河川整備基本方針（H16策定）の流量」、「河川整備計画（H19策定）の流量」は気候変動を考慮前の数値です。
※2 目標流量とは、河川整備計画で目標とする規模（基準地点岩沼における年超過確率 概ね1/70の降雨、基準地点福島における年超過確率 概ね1/30の降雨）の

洪水に対して、ダムや遊水地等による洪水調節を行わない状態で、氾濫が発生せずに岩沼地点・福島地点に到達する流量。
※3 基本高水のピーク流量とは、河川整備基本方針で目標とする規模（基準地点岩沼における年超過確率1/150の降雨、基準地点福島における年超過確率1/150の

降雨）の洪水に対して、ダムや遊水地等による洪水調節を行わない状態で、氾濫が発生せずに岩沼地点・福島地点に到達するピーク流量。
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気候変動を考慮し、
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https://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/kasen_seibi/pdf/202511faq_03.pdf
https://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/kasen_seibi/pdf/202511faq_04.pdf

